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要旨 
本研究は，子どもたちの遊びやかかわりを生成させる要因について，明らかにすることが目的である。幼稚園に通う 4，5
歳児を対象に観察調査を行い，フィールドノートから得られた内容を分析した。その結果，31 の小項目，13 の大項目が抽
出された。各大項目の関係を検討した結果，子どもたちのかかわりを生起させる要因として物的環境，子ども個人の日常の
経験，保育者の関与の三つが抽出された。今回は，物的環境に着目し，子どもたちのかかわりを分析した。その結果，物的
環境が，子どもたちのかかわりを生起させ，持続させることに大きな影響を与えていたことが明らかとなった。 
 
はじめに 
 子どもが仲間とともに遊ぶということは，子どもの成
長や発達にとても重要な意味をもっている。子どもたち
は，仲間との遊びを通して，他者の考えを知り，お互い
の意思の調整を行い，社会性や道徳性を学ぶのである。 
 上記のような子どもたちのかかわりの生成を具体的に
示しているのが，金子ら（2013）1 の事例である。金子
ら（2013）2 は，固定遊具を 2 人以上で共有する際，子
どもたちがお互いの意思を調整し，試行錯誤しながら，
自分たちなりの遊びのルールをつくり，それをさらに変
容させるという事例を報告している。 
 このような子どもたちのかかわりは，固定遊具を前提
条件にして起きている。つまり，固定遊具からの情報に
子どもたちが誘発されて，遊びが広がっているのである。
このようにモノからの情報に誘発されて，子どもたちの
かかわりが広がる様子が今回のフィールドワークにおいて
もみられた。したがって，モノが子どもたちのかかわり
を生起させることに強い影響を与えていると考えられる。 
 今回は，4 歳児のみの事例を分析した結果から，モノ
が子どもたちのかかわりを生起させる要因となる過程を
示す。さらに，モノを介して子どもたちのかかわりが生ま
れる具体的な状況について事例を通して，明らかにする。 
 
1.研究方法 
(1) 調査協力者（観察対象者）：A 幼稚園に通う 4 歳児
（2015 年度），5 歳児（2016 年度）21 名（注１） 
 
(2) 調査期間：平成 27 年 12 月 4 日～平成 28 年 7 月 15 日 
 
(3) 調査時間：12 時半から 13 時半  
この時間帯は，当幼稚園の園長との話し合いの上で決
定した。当幼稚園では，昼食後に子どもたちが自由に遊
ぶ時間である。限られた時間の中で観察をすることで，
より深く子どもたちの動きを観察することができたと考
えている。 
 
(4) 調査方法・内容：4，5 歳児（注２）が 2 人以上でかか
わる場面に着目し，そこでの子どもたちのやり取りにつ
いてみる。それをフィールドノート 3 によって記録する。
観察方法は，現象学的方法をとる。そのため，具体的な
観察目標は定めず，探索的に観察を行うこととする。フ
ィールドノートには，遊ぶ際の幼児の発話や行動につい
て記録している。また，その場の状況が具体的にわかる
ように，環境構成を図で描いた。 
 
(5) 分析方法 
フィールドノートの記述内容をもとに，幼児（2 人以上）
の相互のかかわりがどのようにおこなわれているのか，
記録し，また，そのやり取りを生起させる要因について
関連がありそうな事柄を抽出した。さらに，抽出した事
柄をラベルに書き込み，その関連を考え，整理し，項目
化して分析を行った。 
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 まず，フィールドノートから 125 枚のラベルを作った。
ラベルの内容が類似したものをまとめ，整理して，項目
に分類した結果，31 の小項目を整理した。その小項目を
さらにより大きな項目にまとめると，13 個の大項目に集
約した。なお，各項目にはタイトルをつけた。タイトル
は大項目【】，小項目は〈〉で示した。 
 分析過程は筆者と指導教員の 2 名で行い，項目の分け
方についてくり返し検討を行った。 
 
(6) 倫理的配慮：書面にて，研究内容や研究時期など，
観察調査の詳細を記載した。それを園長に確認していた
だくとともに，事前訪問において，具体的な調査期間や，
研究目的，研究内容について話す機会をいただいた。こ
のやりとりを通して，観察調査をすることに承諾をいた
だいた。 
 調査時は，子どもたちの動線を妨げないように，外側
の位置にいるなど配慮した。子どもたちから話しかけら
れない限り，こちらからは話しかけないように気をつけ
た。カメラを使用する際には，子どもたちが気にするな
ど遊びに支障をきたさないように，遠くから撮影するよ
うに心がけた。 
 
2.マップの概要 
 
図１ 子どもたちのかかわりの生成要因とかかわりの生成過程 
 
(1) 項目の説明 
先に示した分析方法の手順により，フィールドノート
を分析した結果，以下の 13 の大項目に集約した。各項目
作成の経緯は次の通りである。各項目の構成数も合わせ
て示した。 
 
① 【子ども個人の経験】（小項目二つ） 
 小項目は，〈生活様式を遊びへ反映〉と〈物的環境から
イメージの出現〉である。それらをまとめて【日常の経
験】とする。これらから，子どもたちは，家庭で経験し
たことや園で経験したことをモノやその場の状況と関連
させて遊びに取り入れていることがわかる。 
② 【物的環境】（小項目二つ） 
 〈モノの準備状況〉と〈場の構成〉の二つの小項目を
まとめ，【物的環境】とする。保育室には，大型積み木や，
人形，ままごと道具（プラスチックで作られた野菜や果
物など），廃材でつくられたものなど様々なものが置かれ
ていた。これを〈モノの準備状況〉とする。子どもたち
はそれを共有して遊んでいた。さらに，マットや，青い
シートをひいて特定の場を設けることで，そこに数人の
子どもたちが集まっていた。そこから，かかわりが生ま
れていた。このように，遊びのために子どもたちが設定
した場のことを〈場の構成〉とする。このような〈モノ
の準備状況〉や〈場の構成〉といった物的環境が子ども
たちの集団を形成させる要因となっていることがわかる。 
③ 【子どもたちの遊び，行動に対する保育者の関与】
（小項目四つ） 
 〈保育者による遊びの制限〉と〈保育者とつくったも
のの共有〉など四つの小項目がある。これをまとめて，
【子どもたちの遊び，行動に対する保育者の関与】とす
る。保育者が遊びをいくつか示すことで，子どもたちは
その遊びの中から選んで遊んでいることもあった。また，
遊びのなかで作り上げたものを近くにいる保育者に見せ
て保育者の反応を求めていた。こういったことから，子
どもたちにとって，保育者の存在が大きいことがわかる。
子どもたちが遊び続ける背景には，保育者がいるという
安心感があるとも考えられる。 
④ 【個人的動作・発言】（小項目二つ） 
 〈個人的遊び〉と〈個人的な思い付き・イメージの発
言〉の二つの小項目がある。これをまとめて【個人的動
作・発言】とする。特に粘土遊びにおいて，多くみられ
た。個々に，パフェやケーキを作ったりするなどそれぞ
れのイメージをもって遊んでいた。その遊びの過程で，
「象つくろ」や「なんかマシュマロみたい」などと個々
に発言を繰り返していた。粘土遊びでは，様々に変化す
る粘土から，イメージが湧いていたようである。 
 大型積み木でできた船の遊びにおいても，イメージを
次々につぶやく子どもの姿があった。 
⑤ 【子ども間の他児に対するはたらきかけ】（小項目六つ） 
〈他者の行動・様子をみる〉や〈他児の言葉や行動に反
応する〉などの六つの小項目がある。それをまとめて，
【他児に対するはたらきかけ】とする。子どもたちは様々
な方法で他児とかかわりをもっていることがわかる。他
児が粘土遊びで形をつくっているのを隣でじっと見てい
る様子がみられた。さらに，靴屋をしていた女児が，ロ
ボット（牛乳パックで作成されたもの）で遊んでいた男
児に「ロボットの靴もあるよー」と遊びに誘っていた場
面などがあった。子どもたちが互いに，他児の行動や言
葉に興味をもっていることがわかる。その場の状況や，
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子どもの興味の程度によって，はたらきかけの変化が
様々にみられる。 
⑥ 【意識の協同化】（小項目二つ） 
 〈目的達成のため，声掛け，話し合い〉と〈他児とイ
メージの共有〉の二つの小項目がある。それらをまとめ
て【意識の協同化】とする。「私も手伝う」などの声掛け
や，大型積み木を使ってどのように家をつくるか相手と
相談するような発言などがみられた。このように共通の
目的をもって遊んでいる姿があった。 
⑦ 【遊びの場面設定と適応】（小項目三つ） 
 〈言葉による場面設定〉，〈行動による場面設定〉，〈場
面適応〉の三つの小項目がある。それらをまとめて，【遊
びの場面設定と適応】とする。「病院にしとくからね」や
「病院やで」と遊び場面を言葉で他児に提示している様
子があった。このような様子を〈言葉による場面設定〉
とする。ソファーに見立てた積み木に座ったり，テレビ
を見る仕草などをして，家にいるという場面を作り上げ
ていた。このような振舞いを〈行動による場面設定〉と
する。これは，「家」を想定して振る舞っていると考えら
れたため，〈場面適応〉でもある。さらに，言葉を変化さ
せたりして，その場にふさわしい行動や仕草，話し方を
する子どもの姿があった。 
⑧ 【遊びのメンバー意識】 
 小項目のタイトルと同様に【遊びのメンバー意識】と
する。「～は一緒に遊んでるん？」といった発言がみられ
た。一緒に遊んでいるメンバーを意識した発言であると
考えた。 
⑨ 【役割の明確化】（小項目三つ） 
 〈役割の確認〉，〈役割の宣言〉，〈役割取得〉の三つが
ある。これらをまとめて【役割の明確化】とする。「お兄
ちゃんでいい？」などと自分の役割を他児に確認する様
子がみられた。これを〈役割の確認〉とする。また，「私
お姉ちゃん」などとメンバーに自分の役割を宣言する様
子もみられた。自分の役割を明らかにしていることから
〈役割の宣言〉とする。さらに，猫の鳴き声を出して四
つ這いになる様子や，お母さんとして姉に手伝いをする
ように呼びかけるといった様子がみられた。それぞれの
役になりきって，行動や発言をしていた。役になりきり，
振る舞う様子から，役割を取得していると考えた。そこ
で，〈役割取得〉とする。 
⑩ 【遊び参加の要求・意思表示】 
 小項目のタイトルと同様に【遊び参加の要求・意思表
示】とする。子どもたちの間では，遊びに参加する際，
「一緒に遊ぼ」という声掛けがなされていた。遊びに参
加したいという意思を含み，一緒に遊ぼうと要求してい
ることから，【遊び参加の要求・意思表示】とする。 
 
 
⑪ 【個人の意思の優先】 
 小項目のタイトルと同様に【個人の意思の優先】とす
る。他児からの提案や誘いに対して，「私は～がしたい」
「え，いいよ」と自分の気持ちをはっきりと言い，個人
の意思や気持ちを優先する子どもたちの姿があった。 
⑫ 【他児へ反発】 
 小項目のタイトルと同様に【他児へ反発】とする。他
児に反対されて，「じゃあ違うやつする」と言うなど，他
児のイメージや言ったことに対して，反発する姿がみら
れた。 
⑬ 【自分のイメージ・遊びを守ろうとする行為】（小項
目三つ） 
 〈他児に対する拒否的態度〉，〈他児へ条件提示〉，〈他
児に対する行動統制〉の三つがある。これらをまとめて，
【自分のイメージ・遊びを守ろうとする行為】とする。
子どもたちのかかわりで，双方のイメージや思いが異な
る状況があった。そのようなときに自分の思いや，遊び
を守ろうと様々な働きかけを他児に対して行う子どもの
姿がみられた。たとえば，「やめて」「もうあっち行って」
などと言い，〈他児に対して拒否的な態度〉をとる姿がみ
られた。また，他児が「～がしたい」と言った時，「だめ
だよ」と〈他児の行動を統制〉する発言もあった。さら
に，「じゃあ一生遊べないよ？」や「お家が壊れたら君た
ち直してくれる？」などと言って，他児に条件を提示す
る発言もあった。 
 
(2) 項目の関係性 
 フィールドノートを分析した結果，子どもたちのかか
わりを生起させる主たる要因として，①子ども個人の経
験，②物的環境，③子どもたちの遊び，行動に対する保
育者の関与の三つが明らかとなった。この三つの要因が
関連して，子どもたちのかかわりが生起していたと考え
られる。これら三つの要因によって，④個人の発言や動
きが生まれ，それに反応する他児がいることで，⑤他児
に対するはたらきかけが生まれ，これにより，子どもた
ち相互のかかわりが生まれていた。子どもたち相互のか
かわりは，大きく二つの特徴のある複雑なかかわりへ分
化する。一つは，子どもたちが共通の目的をもってかか
わる状況である。また，二つ目は，子どもたちの間で異
なった目的が並立した際にみられた子どもの動きやかか
わりである。共通の目的をもってかかわる子どもたちの
間では，⑥意識の協同化，⑦遊びの場面設定，遊びの組
織化（⑧，⑨，⑩をまとめて）が行われていた。これら
が相互に影響を与え，関連しながら遊びが行われている。
また，お互いの目的が異なっている場合に，子どもたち
には⑪個人の意思を優先している姿がみられた。このよ
うに，⑪個人の意思を優先しようとしていることは，⑫
他児へ反発することや⑬自分のイメージ・遊びを守ろう
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とする行為にあらわれている。これらも相互に関連して
いると考えられる。今回の分析で，子どもたちの遊びは
様々な要因が関連し合って，その要因が複雑に絡み合い
ながら発展していることがわかった。さらに，お互いの
目的が異なる状況においても，他児に対するかかわり方
を学んでいることが示唆された。また，他児から新たな
イメージを受けて，遊びを変化させる様子もみられた。
このような子どもたちの複雑な生成的かかわりについて
は，これから，分析を重ね，整理していきたいと考えて
いる。 
 以上のような子どもたちの複雑なかかわりを生起させ
る要因として，①子ども個人の経験，②物的環境，③子
どもたちの遊び，行動に対する保育者の関与の三つが挙
げられる。その中で，今回は「物的環境」に焦点を当て，
事例を分析した結果を以下に示す。あとの二つの要因に
ついては今後も分析を続け，整理していく。 
 
3.分析結果 
子どもたちはお互いにかかわる状況をつくりだす。そ
のかかわりを持続させることに物的環境が影響している。
このようなことが明らかとなった。以下でその具体的様
子を示す。フィールドワークで扱ったのは八つの事例で
ある。ここでは，子どもたちのかかわりが複雑に，そし
て豊かに表れている事例 11 と事例 12 をみていく。 
 
2016 年 3 月 4 日 第 11 回 〈自由遊び〉（ごっこ遊び）
女児：J，K，L，P，S 男児：D，F，C 
・P，S がマットなどを出し，遊びの準備をしている。 
J：「私お姉ちゃんがいい。」P に聞こえるように大きい
声を出す。遊びの準備をしている P とＳに伝える
（Ｊは昼食中）。 
P：「うん，いいよ。」 
K：「私も手伝うね。」P が遊びの準備をするところへ
近寄る。 
・P，K，S が遊びの準備をしている。 
・ダンボールで作られた看板や果物，積み木などを用
意し，家をイメージし，積み木を設置している。 
K：「ねこちゃん。」家の中に入り，ねこであることを
観察者に伝える。 
J：「一緒にあーそーぼ。」昼食を終えたＪが，ごっこ遊
びにやってくる。 
P：「いいよ，私お姉ちゃん。」 
・P と J は，お姉ちゃんになる。 
・P は，腰に布を巻いている。 
L：「一緒に遊ぼ。」ごっこ遊びに参加する。 
・L と S がごっこ遊びに使う道具を集めている。 
マットを P が準備し始めると，「私お姉ちゃんがいい」
と言って，遊びに参加する意思表示をしていた。この様
子から，マットは，子どもたちにとって「家ごっこ」を
する合図のようなものとして受け止められていた。マッ
トは，子どもたちを暗黙のうちに「家ごっこ」へと誘っ
ていたのである。このように，モノに誘われて子どもた
ちのかかわりが生起する様子が，粘土遊びや大型積み木
での遊びでもみられた。粘土遊びをするために，青いシ
ートをひくことで，そこに子どもたちが集まり，かかわ
りが生まれていた。 
 さらに，モノは，子どもたちのイメージの広がりや，
イメージの共有など子どもたち同士のかかわりを持続さ
せる要因にもなっていた。 
 以下は，事例 11 の続きである。 
 
（第 11 回）ごっこ遊び一部抜粋 
L:「赤ちゃんお熱が出たみたいなの。」 
J：「病院に連れて行かなきゃ。」プーさんを抱き上げる。 
L：「心配だからお母さんもついていってくれる？」S
に言う。 
S：立ち上がる。 
・プーさんの人形を囲んで 3 人（L，J，S）で話して
いる様子。 
・P は椅子に座って，腕輪を気にしている。 
J，S:「じゃあ行ってくるね。」 
L：「行ってらっしゃい，病院にしとくからねー！」 
・J と S は人形を抱いて保育室を歩く。 
・L は，看板を，「びょういん」と書かれた方が外から
見えるように動かす。 
 
 ここで挙げた事例の一部は，家場面が子どもたちのイ
メージの変化に伴い，病院場面へと変化していく過程で
ある。下線部は，子どもたちがモノを使用しているとこ
ろである。この部分をみると，子どもたちのイメージの
変化や遊びの流れにモノが関与していることがわかる。
たとえば，J がプーさんを抱き上げている。このことか
ら，それ以前の L の「赤ちゃん」と言う言葉はプーさん
を赤ちゃんに見立てていることから発せられた言葉であ
ると考えられる。そのプーさんを介して「病院に行く」
という流れが新たに遊びに加わっている。さらに，L が
看板を「びょういん」と書かれた方に変えている。これ
は，場面が変化したことをメンバー間で共有するための
一つの情報となっていると考えられる。このように，子
どもたちはモノに誘発されてイメージを出現させている。
また，子どもたち同士でイメージを共有したり，テーマ
変化を共有したりする際も，モノが強く影響していると
考えられる。 
 その後の事例 11 の遊びをみてみる。 
 
J：「私が責任をもってますので。」 
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J：「ゲボはかないようにしときますからね。」 
・人形に布をかける。 
L：「今何歳ですか？」 
S：「この子 1 歳です。」 
・J は椅子を二つ持ってきて，人形のベッドに見立て
る。 
L：「すごい熱でした。」「おしっこも出るし。」 
P：「お客さんみて，こんなにひどいお熱。」近くにい
た子どもに話しかける。 
・再び J と S が人形を抱いて，マットの周りを歩く。 
・L は看板を「びょういん」から「くまごろう」に帰
る（家の設定）。 
J：「ただいま。」 
L：「おかえり。」 
 
 下線部をみると，またモノが使われていることがわか
る。人形に布をかけていることから，布を布団に見立て
ていると考えられる。さらに，家ごっこで使用していた
椅子を病院場面になると，ベットに見立てている。こう
いった，モノを見立てることによって，それまで家場面
であったところが，子どもたちのイメージ上で「病院」
に変化しているのである。その変化は，子どもたちの言
葉が敬語に変化し，「お客さん」や「私が責任を持ってい
ますので」という言葉などからも伺える。これまで家族
であった関係が「お客」と「医者」の関係に変化してい
るのである。このように，モノを介して遊びの流れがで
きあがり，場面設定もなされていることがわかる。さら
にそのモノが発する情報によって，遊びの状況がよりわ
かりやすいものになる。子どもたち同士がイメージを共
有したり場面に適応したりするために，モノが発する情
報は重要な位置を占めているのでないかと考える。また，
子どもたちはモノの特性を感覚的に感じ，使用している
点がこの事例には示されている。 
次に，事例 12 の大型積み木で遊ぶ場面である。 
 
2016 年 3 月 19 日 第 12 回(一部抜粋) 〈自由遊び〉 
女児：I，Q 
・大型積み木を七個ほど積み上げて，椅子をイメージ
して，I と Q がそこに座っている。 
I：「先生見て！」椅子ができたことを保育者に示す。 
保：「うわ～！すごい！いいね！椅子？」 
・I は，再び積み木を運ぶ。 
・Q は椅子に座っている。 
・家を作り始める。 
Q：「積み木が少ないから，家つくれない」 
I：「でもいいじゃん，これだけでつくれば」 
・I は様々な形の積み木を並べたり，積み上げるなど
している。 
I と Q は大型積み木を積み上げて，椅子を作り上げた。
大型積み木の形や大きさが椅子を連想させたのである。
さらに，保育者に椅子を作ったことを認めてもらえたこ
とで，遊びは家づくりへと発展している。家づくりの過
程では，積み木の数が少ないことから，困惑している場
面もみられる。しかし，手元にある数だけで家を作ろう
とする言葉もみられる。この後，子どもたちは大型積み
木によって椅子の他に，テレビと壁を作り上げていた。
子どもたちは，限られた条件（積み木の数），積み木の特
性など，モノから発せられる様々な情報に誘発されて，
遊んでいるのである。また，こういった過程で，友達と
相談したり，イメージを出現させたりなど，思考するこ
とや友達とのかかわりを生成し，豊かにしていると考え
られる。このようなことから，モノは子どもたちのかか
わりを豊かにし，遊びを豊かにする重要な役割を果たし
ていると考えられる。 
 その後，I と Q が作り上げた「家」空間に男児 D や A，
B がやってくる。以下は，大型積み木による I と Q の遊
びに興味を示し，A，B が介入する場面である。 
 
事例 12（一部抜粋） 
・男児（A，B）がくる。 
・男児は，手に持っている牛乳パック（ロボット）で
積み木（家，ソファー）をうつまねをする。 
A：「バーン！バーン！」 
I：「やめて。」「やめて。」A に対して何度も言う。 
Q：「やめてて言われたら，やめようて先生言ってたよ。」 
I：「やめて。」「やめて。」 
・A はその場を離れる。 
・B が I と Q に向かってうつまねをしている。 
・B が積み木に触れ，積み木の位置がずれる。 
I：「おうちが壊れたら，君たち直してくれる？」 
Q：「あんぱーんち！」B に対して，あんぱんちをする。 
・B が Q に対して，うつまねをする。 
Q：「あつい！あつい！」体を揺らしながら前後に動く。 
I：「大丈夫？大丈夫？」Q に水をかけるまねをする。 
I：「やめて，あっちに行って。」 
 「そうしないとうつわよ。」B に言う。 
・B はその場にとどまっている。 
・I は B のあとを追って，ソファーの周囲を回る。 
・Q はソファーに座っている。 
Q：「怪獣Ｉ，すごい強い！すごく活躍してる！」 
 「すごい！すごい！」手を叩いている。 
I：「ガオー！」恐竜になって歩く。 
Q：「チャンネルかえよ。」テレビをみているイメージ
だったようである。 
I：「もうあっち行って。」恐竜をやめて，B に言う。 
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この場面では，I や Q と B の間では遊びにおける目的
の違いが感じられる。しかし，そういった状況において
も，I や Q が B に対して，様々にかかわりを変化させる
などしてかかわっている。さらに，テレビを見ていると
いう場面へ遊びが動いているということがわかる。B と
のかかわりを様々に変化させながらも，一貫して「家空
間」にいるという遊びの状況を保っていることがわかる。
こういったことから，I，Q は，B との遊びの目的が異な
る状況でも，柔軟に対応して遊びを持続させていること
がわかる。それには，モノが大きく影響していると考え
られる。たとえば，I が B を追いかけてソファーの周囲
を周る行動が起きている。これは，ソファーの位置や大
きさなどが子どもたちの行動を誘発させたのではないか
と考える。そして，I の動きから，Q は怪獣を連想し，
最終的にテレビを見ている状況設定をしている。この一
連の動きには，テレビやソファーといった大型積み木を
子どもたちが見立てた。その見立てたモノが，関連して
いると考えられる。子どもたちは，モノの状況に誘発さ
れる。さらに，モノを特定の状況を誘発するものと見立
てる。また，そのモノに誘発されて行動する他児に対応
することなどにより，遊びを豊かにし，イメージを広げ
ていることがわかる。すぐ後で，説明する言葉を用いる
とすれば，身の回りの様々な事柄に「アフォーダンスさ
れて」遊びやかかわりをより豊かなものにしているので
ある。 
 
4.考察と今後の課題 
以上これまで，事例分析から，子どもたちのかかわり
がモノに誘発されて生起していることが明らかとなった。
さらに，生起したかかわりを持続させるにあたっても，
モノが関連していることがわかった。 
このように，モノに誘発されて起こる子どもたちのか
かわりは，ギブソンのアフォーダンス理論によって説明
が可能であると考える。佐々木 4 によると，ギブソンの
いうアフォーダンスとは，「環境が動物に提供するもの，
用意したり備えたりするもの」であるという。また，そ
れは「人間を取り囲んでいるところに潜んでいる意味」
でもあるという。さらに，佐々木 5 は動物の行為が「ア
フォーダンスを利用することで可能になる」として，こ
れを人間の行為にも適用する。佐々木 6 は，環境にアフ
ォードされて行為する例を水で示している。たとえば，
「水は飲むことをアフォードする」7。さらに，水は，そ
の「流動性」によって，「容器に注ぎ入れることをアフォ
ードする」8 などである。これらの例から，人間の行為
が，モノによって誘発されて起きるものであることがわ
かる。このようなモノによるアフォーダンスによって子
どもたちは誘発され，かかわりを生起させていたのであ
る。 
事例 11 でマットなど遊びに必要なものを準備してい
た子どもたちの動きは，マットなどの物的環境が子ども
たちに「家ごっこをすること」をアフォードしたことへ
の応答である。青いシートも同様で，「粘土遊びをするこ
と」を子どもたちにアフォードしたのである。 
以上のような，マットや青いシートにアフォードされ
て起きた子どもたちの動きの背景には，日々の幼稚園生
活で得た習慣や決まりごとがある。この習慣や決まりご
とによって，マットや青いシートが意味をなし，それに
誘発されてそれぞれの遊びや子どもたちのかかわりが生
まれたのである。マットは，子どもたちの間で，ごっこ
遊びのときに頻繁に使用されていた。子どもは日々の遊
びから習慣的にマットを「ごっこ遊びに使うモノ」と捉
えていたと考えられる。特に，家族をテーマにした遊び
や，猫の家族をテーマにした遊びなどに使用されていた。
こういったことから，マットは，子どもたちにとって，
「家をイメージ，連想させるモノ」であったと考える。
よって，マットや，マットを準備する他児の姿に誘発さ
れて，遊びに参加したい子どもたちが集まり，そこから
かかわりが生まれていったと考えている。 
さらに，青いシートに関して「粘土遊びをする際には，
必ず青いシートを引くこと」などの決まりが設けられて
いたと考える。それが習慣化しているために子どもたち
の間では青いシートは「粘土遊びをするための場所」と
いう意味をなしていたのである。このようにして，子ど
もたちの間で「粘土遊びをするための場所」という意味
をなした青いシートは，子どもたちを誘発する。子ども
たちは青いシートに導かれてシート上に集まり，そこか
ら粘土遊びをする集団としてのかかわりが生まれていく
のである。 
以上，マットや，青いシートに誘発されて起きる子ど
もたちの具体的なモノを介したかかわりについてみてき
た。このかかわりから，習慣によって意味づけされたモ
ノが子どもたちにアフォードしていることが考えられた。
さらに，そのアフォードに子どもが応答することによっ
て生成的なかかわりが起こっていたのである。 
 また，モノが子どもたちのかかわりを持続させている
ことも事例から読み取れた。 
事例 11，12 をみてわかるように，子どもたちはモノに
誘発されてイメージを出現させている。さらに，そのイ
メージを共有し，場面適応，場面設定をすることにもモ
ノが影響している。モノからのアフォーダンスによって，
子どもたちの遊びが豊かになっているのである。このよ
うなイメージを出現させることや場面設定を行う際に子
どもたちは，モノに対して，能動的(re-active)にかかわっ
ていると言える。このことは，事例 11 において，プーさ
んの人形を赤ちゃんに見立てている子どもの姿や，事例
12 で大型積み木をソファーに見立てている子どもの姿
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に示されている。子どもたちは，ただモノから誘発され
るだけではなく，モノを特定の状況を誘発するものに「見
立て」，その「見立て」に誘発されて他児との共有やかか
わりを生み出す。 
 このように，子どもたちのかかわりは，モノに誘発さ
れて生じるだけでなく，個々人がモノに対して能動的に
はたらき返して（re-active）いることからも生じている
ことが明らかとなった。 
モノが遊びに果たす役割は重要である。子どもたちの
遊びでは，人形のような柔らかいもの，大型積み木のよ
うな硬いもの，など，質が異なるものや，青いシートや
マットなど，ある程度遊び内容が限定されているものな
ど，様々なものが使用されていた。青いシートやマット
など決まった遊びを示すものは，子どもたちに安定した
遊びと場所を与えてくれるものであると考えられる。さ
らに，人形や大型積み木など質も異なり，子どもたち次
第で様々なモノに見立てが可能なモノは，子どもたちに
様々なイメージを出現させ，子どもたちの遊びを複雑で
豊かなものにしてくれるのではないかと考える。このよ
うに，子どもたちの遊びは，様々なモノが様々な役割を
果たすことで豊かなものになっていることが，フィール
ドワークの事例分析からわかった。 
 このようなことから，保育室に様々な質のモノを配置
することが求められる。また，ある程度遊びを行う場所
が定まっていることで，そこからかかわりが生まれやす
いことが事例 11 で示された。したがって，マットなどの
ように安定した場所を与えてくれるモノを配置すること
が求められる。 
 これまで，４歳児の事例をみてきた。この事例から，
読み取れるように，子どもたちの遊びを生起させる要因
や，かかわりを出現させる要因に，物的環境が大きく影
響していることが示された。こういった，物的環境を整
えることには，保育者の援助も強く関連している。その
ことも踏まえて，今後は，事例分析をより深く行うとと
もに，5 歳児の事例についても検討していく。 
 
―   注   － 
（注 1）2015 年度 4 歳児から持ち上がりの 5 歳児クラス
を継続的にみている。 
（注 2）4，5 歳児は，仲間とのつながりや集団遊びが増
える時期とされているので，仲間同士のやりと
りをみるうえで参考になると考えた。 
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